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灯火に飛来 した岩湧山の甲虫類について

 ヽ ,￨￨

木 村 裕、林 靖 彦、野村英世、

■－￨、
－伊藤難未、1小林卓t今井義則、

在科成行 ―Ⅲ  I

「    ・     ′  ・~~・ ・・ 1－・ ――
 iti fl－ ■￨￨■  lr i― !￨  :￨

I  t占 じ.め とこ    ._ __..  ,_  一 ■l ti■ ￨十  1

灯 火 に飛来 す る..甲 虫`に 関す る報:告 1ヽi林 業:害 .IⅢ、￨:と しiて の コガネム シ、

カ ミキ－り4.シ 等 の限.ら れ■ノ踵類・々 主、i断 i片1申lに 1報1告 され て い るにす ぎ

な い 。 そ こ で 我 々 は 岩 湧 山 に お い て 甲 虫 全 般 に わ た る 夜 間 調 査 を 、

1 9 oto年 4月、より9凋 までi■

=:甲
定期的1守 栄i施i!レヽ金種1類 をi記 録

す る こ と に し た 。

そ の.結 果 、 短 期 間 で lま あ るが 5、 O余 科 、i.■:144110顕 を採 集 し、

我 々 の グ ル ー プで 同 定 の 困 難 な種 類 は そ れ ぞ れ の 専 F耳 の 諸 氏 に研 究

を 御 願 い して 、 従 来 報 告 の な か つ た科 に お い て も貴 重 な 資 料 を 得 る

こ とが 出 来 た の で 、 順 次 こ こ に発 表 す る。

な お 、 微 小 甲 虫 の 一 部 に未 同 定 の もの が 残 さ れ て い る が 、 種 名 判

名 次 第 追 加 して 完 全 を 期 した い 。 す で に キ ク イ ム シ科 に お い て は野

淵 輝 氏 に よ り、 今 回 の 採 集 資 料 が 引 用 され て い るが 、 甲 虫 全 般 に わ

た る こ の 調 査 記 録 が 我 々 の 意 図 を は る か に越 え 、 夜 間 に活 動 す る 甲

虫 の研 究 に 寄 与 す る と こ ろ が あ れ ば 、 幸 い こ れ に す ぎ る も の は な い。

こ の 報 告 に あ た り、 本 調 査 活 動 の た め 、 終 始 指 導 と援 助 を 惜 し ま

れ な か つ た 芝 田 大 工 氏 に深 く感 謝 の 意 を表 す る と と も に 、 同 定 の労

を と ら れ た 大 平 仁 大 、 黒 沢 艮 彦 、 佐 藤 正 孝 、 沢 田高 平 、 芝 田 大 ― (

野 淵 輝 、 野 村 鎮 、 久 松 定 成 、 三 宅 義 一 、 宮 武 陸 夫 、 森 本 桂 (50音

．
　

、

一

一

,一  :
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功
¶

干

車

順 )の 諸 氏 に厚 く御 礼

匂 清 和 、 植 田謙 一 、

どに協 力 され た浜 裕 夫

る 汰第 で あ る。

な お 、岩 湧 山 の 自然

浦 勇 氏 に お願 い し、 玉

Ⅱ  調 査地 点 の概 況

地    籍 ;大 阪 府 河

標    高 ,海 抜 45

環 境 条 件 ;調 査 地 点

螢 光 灯 を

され 、 手

在 す る草

ス ギ及 び

谷 を へ だ

ゴヒ方 とこ 1ま

ま￨

当

き

3

面

水

る

遠 方 ま で 達 す る と考 え られ る。 東 側 は あ

か な い。 南 面 は わ ず か の空 地 が あ り、桜

0%よ り先 に は 巨大 な杉 の成 木 林 が続 い

は山 の家 の本 館 が あ り、 光 は完 全 に さえ

系 は北 面 に砂 礫 の河 原 が み え る。 南 面 に

が 、 灯 火 の光 は樹 木 に さえ ぎ られ て 、 そ

い と考 え られ る。

1、

1す常とを上二i:
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Ⅲ  調 査 方 法

(1)調 査 期 間 及 び 調 査 白

4月 16日 ～ 9月 10日 、 調査 日は原 則 と して各 月の新 月の 前

後 の上 曜 日 と した 。

(2)点 灯 時 間

午 後 6時 25分

13)気 象 観 測

気 温 及 び湿 度 を乾 湿 計 に よ り午 後 6時 30分 か ら 30分 毎 に計

測 し、 点 灯 時 の 照 度 を露 出 計 に よ り計 つ た。 (別 表 1の と お り )

但)採 集 方 法

午 後 6時 80分 よ り 11時 30分 ま で 1時 間単 位 毎 に飛 来 す る

甲 虫 を種 類 の い か ん を 問 わ ず 、 全 個体 を捕 獲 した。

(5)使 用 器 材 と そ の設 置

20V青 色 螢 光 灯 2基 、 ス ク リー ン 1張 、 グ ラン ドシ _ン 2枚、

吸 虫 管 、 管 瓶 大 小 約 20本 、 殺 虫 斉Jと して酢 酸 エ テ ル、 乾 湿 計 、

露 出 計 、 筆 記用 具 な ど。

地 上 3.3%の ベ ラン ダ上 に 、 北 面 に向 け、 ス ク リー ン と螢 光 灯

を設 置 した。
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Ⅳ  調 査 資 料 の大 要

lAl  気 象 資料

気  象  デ タ
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備 考 参   加   者
晴   風酸い。 9時 30分に中止 木村,野村,林,酒匂

小林,今井,仁科,奥田

高曇 無風
野村,林,奥田,仁科

木村,酒匂,小林,今井
晴  7時前ややl云(が強かつたが以鈎朔軋 7時すぎ脚 急増し

た。 7:30～ 9:30螢光欠「1鞭 し′穏滅した。

雨   風雨強く、 9時30分に中止 野村,林,伊藤,安井

曇   時 風々強く、その直後飛来幾割眈

(前回荒天の為再試行)

野村,木村,奥田,仁科
酒匂

薄曇 7時まではほとんど飛来しなかつたが、7時 30の頃から急

撫Ⅷ かゝり夜間採集に絶好の天侯となる。

野村、林,植田,奥田

伊藤 (昇 )

晴   視界艮好にて時 鋤々風。
木村,林,小林,今井

確 桑覇幸下僻 Υ管鞘歩豪子鶴創鍵誰 継忌
して本日行う。

野村, 林,伊藤夕小林

晴
基騎畠B観 亀え砕

り武来数鹿妬 9時3嚇 鐵 別 1

9時45分キスジミゾドロム剪箋説

木村,伊藤,仁科
酒匂

曇 P・ M4～ 5頃夕立あり、以後曇で朝乳 8時～9辟揺銚灯

1基削尊のため消える。
木村,林,小林,仁科

晴   伽 。 8時30頻 よリラ欄餞祓る。 野村,伊藤,酒匂,

小林,今井

羅璽繭と推:詈ヨ鰺離甲惣

れ7-

野村,林,小林,今井
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lB)甲 虫の総飛来個体数 に関す る資料

総飛来個体数の季節的変化 と時間帯
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(0  考   察

甲 虫 の総 飛 来 個体 数 と気 象 の 関 係 を A、 Bに よ り考 察 す る と次

の よ うな こ とが わ か る。

4月 16日 は低 温 の た め 甲 虫 の飛 来 が 全 くな い。 又 7月 23日

に は キ ス ジ ミゾ ドロム シ (約 3300頭 )の 多 数 飛 来 の た め 、総

飛 来 薮 の 最 高 値 を 示 して い る。 灯 火 に集 ま る甲虫 の最 盛 期 4月 下

旬 か ら 7月 下 旬 で あ る。但 し 5月 下 旬 の 調 査 日は 天 侯 不 順 、 あ る

い は春 期 よ り夏 期 へ の 甲 虫 の発 生 上 の端 界 期 に あ た る の か、 飛 来

数 が 少 な か つ た。

以 上 の よ うな種 々 の 資 料 を ま と め る と 甲虫 の総 飛 来 個 体 数 は

① 季節的要因 (甲 虫の発生上 )

② 気温 (最 低気温が約 10む 以下の場合などは飛来 しない )

③ 風 (特 に気温が甲虫の飛来に適 している場合には影響が大

き い )

な お 晴 や 曇 と い う よ う な 天 侯 は 飛 来 数 に あ ま り影 響 しな い

が 、 雨 は飛 来 を 妨 げ る よ う に 考 え られ る。

次 に 飛 来 時 刻 と総 飛 来 個 体 数 の 関 係 を み る と、 日没 後 2時 間 が

最 も飛 来 数 が 多 く、 そ れ 以 後 は 急 に 減 少 して い る。 但 し 7月 23

日 は キ ス ジ ミ ゾ ドロ ム ン が 日没 3～ 4時 間 後 に 多 数 飛 来 した の で

これ を の ぞ く と上 記 と 同 様 の こ と が い え る

V  調 査 資 料 の 報 告 と解 説

以 下 の 各 科 に つ い て 最 も新 し い 学 名 を 列 記 し、  リス トの 番 号 は表

と 共 通 番 号 で あ る。

(1)ゴ ミ ム シ科  Harpalidae

種 の 同 定 及 び そ の 解 説 は 芝 田 大 一 氏 に お 願 い した 。

-11-



1.   Peri■ eptus japonicus Bates,  ホ ノ チ ピ ゴ ミ ム ン

2.  Tachys (E■ aphrOpuS)nippOnicuS Habu et Baba,  セ ァタ
°
ヵ

コ ミ ズ ギ ヮ ゴ ミ ム シ

1 967年 に 発 表 (コxl t. Rev.  」ap. ,xIX, 2, p.63)

さ れ 、 岩 湧 山 も 原 産 地 の 一 つ で あ る 。 大 倉 正 文 氏 に よ れ ば 、

“山 高 帽 子 "の 愛 称 で 親 し ま れ て い た そ う で あ る。

3.  Tachys (Tachyura)  ■actificus Bates,   ョ ッ モ ン コ ミ ズ

ギ フ ゴ ミ ム シ

4. Tachys(Tach yta)nanus Gy■ ■enha■ ,  ク ロチ ビカ フゴ ミム シ

5   BembidiOn (Pseudo■ inneum) ga■ ■oisi NetOlitZky,   ガ ロ

ア ミ ズ ギ フ ゴ ヾ ム シ

6. BembidiOn(Peryphus)moravi tzi Csiki,   ヨ ッ ボ シ ミ ズ

ギ フ ゴ ミ ム シ

7.  Bclllbi di on (Peryphus) trajectum Neto■ itzky,  キ ア ン ル

リ ミ ズ ギ フ ゴ ミ ム シ

8.Pcrisona(TrechicuS)nigriceps Dejean,ク ロ ズ ホ ナ シ

ゴ ミ ム ン

9.Cae■ ostomuS picipes Macleay,ム ネ ヾ プ ナ ガ ゴ ヾ ム シ

10。   Ca■ athus(Do■ ichus)ha■ ensis Schaller,  セ ァ ヵ ヒ ラ タ

ゴ ミ ム シ

11. AgonuIと1(Piatynus)magnum Bates,   ォ オ ヒ ラ ′ ゴ ミ ム シ

12.  Asonum (P■ atyュ
`lu s) prOtensuュ

4 MoraVitz ,  コ ヒラタゴ ヾムシ

13. Agonum(se Str。 )cha■ comum Dates,   ァ ォ グ ロ ヒ ラ タ

ゴ ミ ム シ

14.  AgOnum (Loxocrepis) rubriola Ba tes,    タ ビ ア カ ヒ ラ ′タ

-12-



ゴ ミ ム シ

15.   Oo■ podes

16.   COlpodeβ

17.   Colpodes

シ

18.   Oolpodes

19.   Co■ podes

ム シ

20.

21.

22.

23.

24.

25.

buchana4主  I19pe,

atricomes B41es ,

lampros Bates,

オ オ ア オ モ リ ヒ ラ 」タ ゴ ミ ム シ

ク ロ モ リ ヒ ラ サタ ゴ ミ ム シ

ヨ ハ ラ ア カ モ リ ヒ ラ タ ゴ ミム

イ ク ビ モ リ ヒ ラ タ ゴ ヾ ム シ

チ ヤ イ 甲,ホ ン ヒ ラ レタゴ ミ

□up■ynes ba tesi Haro■ d,   ベ ー ッ 
“

 ラ メ ゴ ミ ム ッ

Anisodacty■us (Ha rpa l ollliIIle te s)andrevesi Schauberゃ r

関 西 で は箕 面 に 次 い で 珍 ら しい記 録 で あ つ た た め 、 昆 虫 学

評 論 に報 告 した こ とが あ る (19巻 1号 40頁 )。 土 生 は

(1968)、 Harpa■iorrlin e t e s  属 を 差 異 の な い もの と し、

AnisodaCtylus(s. str。 )に 編 入 した が、 体 表 面 の虹 状 光

沢 や 四味 の あ―る 前胸 背 後 角rの 他 で 、外 見 上 、 他￨の Anisoda

o ty■ us(S. str i)の ゴ ミム シ類 と区 別 出来 る ので 、

■arpalonimeles  を 亜 属 して 扱 か つ たIほ うが適 当iと ,殿 わ れ る。

TrichotichnuS COnsruus Moravit路 ,  ヒ メ ツ ヤ ゴモ ク ム シ

TrichotiohnuS Septentrionalis Habu,   エ ノ ツヤ ゴモ タ

ム  シ

前 種 に似 る が 、 胸 背 側 縁 が よ り長―く波 曲 し、 雄 交 尾 器 の 形

状 が 異 な る。

Tri.chotiOい nuS 4鼻 rLuS Haわ u,   チ ビ ッ ャ ゴ モ タ ム シ

TrichotichnuS Vespertirlus Habu,   キ ユ ウ シ ユ ウ ツヤ ゴ

モ タ ム ン

mOdestior Ba tes,

kyushuensis Habu,

■ 13-



26 Trichoti chnuS Sp.

To Iど ootuabundus, kobayashia6  グ ル ー プ に 似 る が 、 小

形 で 円 味 を お び 、

と 思 う 。

27.  Tri cho ti chxluS

モ ク ム シ

28.  Tricho ti chnuS

雄 交 尾 器 が 違 う の で 、 精 査 の 上 発 表 した い

lon8itarsis Moravitz,  タ ビ ア カ ツ ヤ ゴ

levisi schauborger,   ォ ォ ク ロ ツ ヤ ゴ モ

ク ム シ

29. Ha rpalus(PsoudoophonuS)vica riuS Harold,   ケ ゴ モ ク

ム シ
i

30.

31

32.

33.

34.

85.

36

37

菫arpA■ us (Pseudoophonus) eOus Tschitschorine,    オ オ

ズ ケ ゴ モ ク ム シ

Ha rpaluS(PSeudoophonus)griseus Panzer,Fク ス ヶ ゴ モ

ク ム シ

Harpa■ uS (Pseudoophonus)jureceki  」edliOka,   ヒ メ ケ
－
ゴ モ ク ム シ

HarpaluS (Pseudooわ honus)oseudophonOides SchaubergeF,

エ セ ケ ゴモ タ ム シ

Ha rpa■ us (Psoudooplェ onuS) tridens Moravitz,  コ ゴ モ ク

ム ン

Harpa■uS (Pseudoopho=ど uS)Xlii ga tanue Schauberger,  キ

ア ン タ ロ ゴ モ ク ム ン

Anoplogenins oyanescens■ ope,  キ ベ リ ゴ モ タ ム シ

Stenolophus(Egadroma) ohalccus Bates,    ヾ ド リ ツ ヤ ゴ

モ ク ム ン

″ 14-



38,

39,

stenolophus (]gadroma) SP.

Stenolophus (se  Str. ) quinqueゃ ustulatus Wiedenann,

イ ツ ホ ン ツ ヤ ゴ モ ク ム シ

s tettO■ Ophus (se  str. )kurosai Tanaka

本 種 は 関 西 で 初 め て の 記 録 の た め 、 21.の 種 と と も に、 昆

虫 学 評 論 19巻 1号 40頁 に掲 載 した 。 原 産 地 は 関 東 で あ る。

Aoupa■ pus inornatus Bates,  テ ビキ イ ロ ゴ モ タ ム シ

ChlaoniuS(Pachydinodes)virgulifer ohaudOir,   ア ト

フ ア オ ゴ ミム ン

Arohicolliuris bimacu■ ata nipponica Habu,   フ タ モ ノ

タ ビ ナ ガ ゴ ミム ン

AephnidiuS ade■iOides Mac■ eay,  ト グ ァ ト キ リ ゴ ミ ム ツ

Pentagonica angu■ osa Ba tes,   ヵ ド ッ ブ ゴ ミ ム シ

以 前 に私 が 灯 火 で 得 た P. daimiella Batos,  ダ イ ミ ヨ ウ

ツ プ ゴ ミム ン が 、 今 回 は 採 集 さ れ て い な い 。 岩 湧 山 に は この

_種 以 外 に 、 P. subcordi co■ 1■ s,  ク ロ ツ プ ゴ ミ ム ン を 産

す る。

Oymindis (MOnas)daimio Ba tes,  夕°イ ミ ヨ ウ ア ト キ リ ゴ

ミ ム シ

本 種 の 後 翅 に は 大 小 二 つ の 型 が あ る が 、 灯 火 に 飛 来 し た 1

個 体 で は 発 達 して い た 。

Lebia retrofasOiata Motschu■ sky,  ジ ユ ウ ジ ゴ ミ ム シ

Lebia bifenestrata Moravitz,フ タ ホ ン ヒ メ ア ト キ リ ゴ

ミ ム シ

Lebia idae Ba tes,  ァ ト グ ロ ジ ユ ウ ジ ゴ ミ ム シ

43.

44.

45.

46.

40.

41.

42.

47.

48.

49

-15-



50,

51.

52.

Lebia dup■ ex Ba tes,  ハ ネ ビ ロ ア ト キ リ ゴ ミ ム シ

・Lebidia oc tOgu ttata MOravitz,  ヤ ホ ン ゴ ミ ム シ

LObidia biocu■ ata Moravitz,    フ タ ツ メ ゴ ミ ム ン

今 回 採 集 さ れ た の は 全 て 、 円 紋 の 中 に 黒 点 紋 の あ る f.

Pupi■ ■a taで あ る が 、 1個 体 に お い て は 、 円 紋 の 上 端 一 部 が

久 け (だ か ら左 上 翅 で は C紋 状 に な る )、 し か も左 右 相 称 の

珍 ら し い 型 で あ つ た 。

Oop todera (COptOderina)subapiCa■ is Putzeys,  ハ ギ キ

ノ ヨ ゴ ミ ム シ

Ca■ lida onoha Bates,ア オ ア トキ リ ゴ ミ ム シ

Endynomena■ evisii Ba tes,  メ ダ カ ア トキ リ ゴ ミ ム シ

Jed■ ieka(1963)が 発 表 し た 箕 面 原 産 の 、 Orione■ ュa

obenbergeri (日 ntom.Abh. Ber .MuS . Dresden, 28, Nr. 7,

P。 307～ 308, f。 41)は 、 間 違 い な く本 種 で あ る 。

Dr OI[lius(LebidromiuS)ba tesi Habu,  コ ホ ツ ア ト キ リ ゴ

ミ ム シ

岩 湧 山 に は 、 Do ProlixuSは 採 集 さ れ て い な い 。 恐 ら く山

地 帯 の 種 で あ ろ う 。

DromiuS (S.  Str , ) breviceps Ba tes,  イ タ ピ ホ ツ ア ト

キ リ ゴ ミ ム シ

DrOmius (Б o  str。 ) crassipa■ pis Bates ,   フ ト ヒ グ ア

トキ リ ゴ ミ ム シ

Apristus grandis Andreves,ス ジ ミ ズ ァ ト キ リ ゴ ミ ム シ

Ga■ erite■ la japonica Bates,  ォ オ ク ど ボ ノ ゴ ミ ム シ

DyschiriuS OViCo■ ■is Putzeys,ダ イミヨウチピヒヨウタンギミムシ

54.

55.

53

56,

57.

58

59.

60.

61.
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Harpa■ idae  ゴ ミム ン科

Trechinae   チ ビゴ ミム シ亜 科

Perisoninae   ホナ ンゴ ミム シ亜 科

1

3

54

P terOstichinae  ナ ガ ゴ ミム シ亜科

9
ム ネ ミン

｀
ナ ガ ゴ ミム ン ９

日
９

，
40

1

3

10 セ ア カ ヒ ラ タ ゴ ミム シ 1

11 ア オ グ ロ ヒ ラ グ ゴ ミム シ 8 2 1

12 コ ヒ ラ タ ゴ ミム シ
1 2

13 ア オ グ 直 ヒ ラ タ ゴ ミム シ 6 7 2 1

1
14 タ ビア カ ヒ ラタ ゴ ミム シ 1

15 オ オ ア オモ リヒラグゴ ミムシ 1 2 ( 10 5( 3 8 5 31 と2 2

16 ク ロモ リヒ ラタゴヾムシ 3 1 3 1 8

Ⅳ

６

Ⅳ

路

Ｖ

盟

Ｖ

２

Ｖ

２８

Ⅵ

８

Ⅵ

％

Ⅶ

７

Ⅶ

お

Ⅷ

３

Ⅷ

閉

Ⅸ

Ю 計

1 ホ ンチ ピ ゴ ミム ン 5 Б

　

一
　

９
，

2 セ ダ カ コ ミズ ギ ヮゴ ミム シ 2

3 ヨ ン モ ン コ ミズギ フゴ ミム シ 2 1 3

4 ク ロチゼ カ ヮ ゴ ミム シ と 1

5 ガ ロア ヾズ ギ ヮゴ ミム シ 1 14 5 9 1 30

6 ヨ ンボ シ ミズギ ワゴ ミム シ 16

7 キ ア シル リ ミズ ギ フ ゴ ミム シ 3

8 ク ロズ ホ ナ シ ゴ ミム シ 2
15

2

宇 17-



Ⅳ

６

Ⅳ

路

Ｖ

盟

Ｖ

２

Ｖ

路

Ⅵ

８

Ⅵ

％

Ⅶ

７

Ⅶ

器

Ⅷ

３

Ⅷ

郷

Ⅸ

０ 計

17 ヨハラアカモリヒラタゴミムシ 1 1

18 イク ビモ リヒラタゴ ミムン 1 1

319 チ ヤ イ ロホ ノ ヒ ラ タ ゴ ミム ツ 3

6冴 ２踊４ 5 3 2 ( 2 〕能20

21

ベ ー ツ ヒ ラ グ ゴ ミム ン

Harpalinae  ゴ ミム ン亜 科

Anisodactylus andrevesi 1 1

22 ヒ メ ノヤ ゴ モ ク ム シ 1 24

23 エ ノ'ノ ヤ ゴ モ ク ム シ 1

24 チ ビ ツヤ ゴモ ク ム シ 5 8 1

25 キユ ウンユ ウ ンヤ ゴモ タ ム ン 7 7

26 TrichotichnuS Sp. 2 1
３

　

　

一　

１

1

27 ク ビア カ ツヤ ゴモ ク ム シ

28 オ オ ク ロ ツヤ ゴ モ ク ム シ

29 ケ ゴ モ ク ム シ
1

30 オ オ ズ ケ ゴモ ク ム シ 3 3 6

31 ウス ケ ゴモ ク ム シ 7 9

32 ヒ メ ケ ゴモ ク ム シ 1 7

33 ニ セ ケ ゴモ ク ム シ 1

34 コ ゴ モ ク ム シ
￨

￨

￨

3

2

25

14

16

8

1

Ｏ
υ

-18-



計

193

Cal■ istinae  アオゴミムシ亜科

42 ア トフア オ ゴ ミム シ

O dacanthinae   クピナガゴミムシ亜 科

43 1

Masore■ xl a e トグアトキリゴ ムヾシ亜科

15

Pentagonioinae  ノブ ゴ ミム シ亜 科

2 9

Lebinae  ァ トキリゴミムシ亜科

1

3

Ⅳ

・６

Ⅳ

路

Ｖ

盟

Ｖ

２

Ｖ

路

Ⅵ

略

Ⅵ

％

Ⅶ

７

Ⅷ

路

Ⅷ

３

Ⅷ

拗

Ⅸ

０

35 キ ァ ッ ク ロゴモ ク ム ン 1 1

25

2

36 キベ リゴモ クムシ 2 23

37 ミ ドリツヤ ゴモクムシ 2

38 steno■ ophus sp. 1
1

4239 ィ ツボ ンツヤ ゴモクムツ 25 lC 1

40 S tenolophus Kurosai 1
1

41 チ ビキ イ ロゴモクムン ￨

1 6 [弱 6 3

1 2 1 4

1フ タ モ ン ク ビナ ガ ゴ ミム ン

244 トグア トキ リゴ ミムシ 6
￨

7

45 ￨

￨
24 1

￨

￨

￨

カ ドツ プ ゴ ミム シ

46 1ダ イ ミヨ ウァ トキ リゴ ミムツ

47 3ジユ ウジ ゴ ミム シ

48 18 39 1( 2 9
￨

￨

フタホシヒメアトキリゴミムシ 1 36 5

-19-
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Ⅳ

６

Ⅳ V V Ｖ

路

Ⅵ

略

Ⅵ

％

Ⅶ

７

Ⅶ

閉
Ⅷ Ⅷ Ⅸ

Ю
一書

，

49 ア トグ ロ ジユ ウ ジ ゴ ヾム ン 8 5 3 1 2 1

50 ハ ネ ビロア トキ リゴ ミムシ 5 2 1 1 2 1

51 ヤ ホ シ ゴ ミム シ 3 1

52 フ タ ツ メ ゴ ミム シ 3

53 ハ ギ キ ノコゴ ミム シ 1

54 アオ ア トキ リゴ ミムシ
1

55 メダ カア トキ リゴ ヾム シ
3 1

56 ヨホ ノア トキ リゴ ミム シ
1

57 イ ク ビホ ノア トキ リゴ ヾムシ 1 2 3 (

58 ク トヒグア トキ リゴヾムシ 1 ]

ス ジ ヾズァ トキ リゴ ヾムシ 1
1

59

Scaritidae  ヒ ヨ ウタン ゴ ミム シ科

CH vininae   ヒ メ ヒ ヨ ウタ ン ゴ ミム シ亜 科

60 オ オ ク ピボ ノ ゴ ミム シ 1 1

61 ダ イ ミヨ ウチ ビヒョゥタンゴ ムヾシ 1 1

￨￨

怖

－20-



￨

1

4

3

1

1

￨

」

戸 _1

ゴミムシ科  飛来個体数 (種類数 )の季節的変化と時間帯

時

.月日

7

11

12

1

計

(1)

1名 1漸
5
(1)
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(22)
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(21

1290
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300
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％
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Ｖ

溶

Ｖ

狙

Ｖ

堕
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囲

Ⅳ

お

チ ビゴ ミム シ類

(1～ 7)

10

ナ ガ ゴ ミム シ類

(9～ 20)

ゴ ミム ン類

(21～ 41)

アトキリゴミムン類

(43～ 60)

0
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一
百

１

500

400

300

200

100

覆
時 7臨子 8   9  10  11

熟来時刻と飛来個体数

1日寺F酎  2    3    4

凰没時刻と飛来個体数

12

(考 察 )

ゴ ミム シ科 のみ来 個体 数 は春 か ら初 夏 に漸 次増加 し、 6月 中・

下 旬.に 最 高 値 を示 す。 そ して 7月 中旬以後 は減 少 してい る。又飛

来 個体 数 と飛来種 親数 を比較 す る と、 7月 、 9月 には個体 数 に比

べ て種 類 数 が多 い のが 目t立 つ以外 は、 ほ ゞよ く似 た 曲線 を示す。

次 に グルー プ別 にみ るとィ、 チ ピゴ ミム シ類 は 6月 下 旬、 ナ ガ ゴ

ミム シ類 は 6月 中旬、 ゴ ミム ン類 は 6月 下 旬 と 9月 上 旬そ してァ

トキ リゴ ミム シ類 は 4月 下 旬 か ら 7月 下 旬が ピー クで あ る。

これ は瓜 間の石下採集 や ビー テ イ ン グによ る採集 結果 とほ ゞ一

致 す るので各 甲虫 の発生 時期 と関係 が あ ると考 え られ る。

さ らに種 類 別 に み る と、春 期 の み 出現 す る種 は ジ ユ ウ ジ ゴ ミ・

フ タ ツ メ ゴ ミ、 秋 期 の み 出 現 す る種 は ウス ケ ゴモ ク・ ヒ メ ヨ'モ ク

キユ ウ シ ユ ウ ノヤ ゴモ クな ど の ゴ モ ク ム シ類 と限 られ た種 で 、他

の多 くの種 は 5月 下 旬 か ら 7月 下 旬 に飛 来 して い る。 オ オ アォ モ

リヒ ラ タ ゴ ミ・ ベ ー ツ ヒ ラ タ ゴ ミの 2種 類 だ け は、 奉 か ら秋 まで

長 期 間 に わ た り多 数 飛 来 して ぃ る。
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最 後 に ゴ ミム シ科 の飛 来 時 刻 を 調 べ る と、 日没 2時 間 後 が最 高

値 を 示 し、 そ の後 は減 少 す る。

昆虫の棲息環境としての岩湧山

日  浦    勇

大阪市立 自然科学博物館

地 球 上 の 或 る土 地 に ど ん な 植 物 が 生 育 出 来 る か は 、 そ の 土 地 の 気

候 条 件 に よ つ て ま ず 決 つ て く る。 気 侯 因 子 の 中 で 、 最 も重 要 な の は

気 温 と雨 量 で あ る 。 大 阪 市 立 大 学 の 吉 艮 竜 夫 博 士 は 、 従 来 の ど の 学

説 よ り も現 実 と う ま く合 う 目盛 と して 、 暖 か さ の 指 数 (温 量 指 数 、

varmth index)と 乾 湿 指 数 (humidity index)の 両 者 の 組 合 せ

に よ つ て 、 地 球 上 の 植 物 帯 を 整 理 さ れ た 。 こ れ に よ る と 、 雨 量 の 多

い 日本 で は 、 各 植 物 帯 は ぽt－ か さ の 指 数 に よ つ て 次 の よ う に わ け られ

る。

気 候 帯 暖かさの徹 植  物  帯 主   な   地   域

寒   帯 0～  15 ツ ン ド ラ 帯 大雪日高アルプスの蝉

北海道只北部や中部亜高山

買 】七 日 本

西 南 日本 低 温

琉 球 列 島

亜 寒 帯 15～  45 針 葉 樹 林 帯

冷 温 帯 45～ 85 落葉広葉樹林帯

暖 温 帯 85～ 180 照 葉 樹 林 帯

亜 熱 帯 180～ 240 亜熱帯降雨林帯

岩 湧 山 の 暖 か さ の 指 数 値 は 大 体 85～ 120° 位 の 範 囲 に あ る。

した が つ て 山 麓 や 山 腹 は 照 葉 樹 林 帯 に 同 し、 山 頂 近 くで は 落 葉 泌
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葉 樹 林 の下 限 に と ゞ くか と ゞか な い か とい うギ リギ リの所 で あ る。

落 葉 林 を代 表 す る ブナ林 が、 山 つ ゞき の和泉 葛 城 山 々頂 部 の 北 斜

面 や 金 岡J山 々頂 の北 斜 面 に は小 規 模 な が ら見 られ るの に た い し、岩

湧 山 に は ブ ナ林 が み られ′な い の は、 山 が低 い た め暖 か い か らで あ る

と考 え られ る

変 温 動 物 で あ る昆 虫 の分 布 は、植 物 同 様 、 気 候 の制約 を強 く受 け

る 。 した が つ て 昆 虫 の棲 息 状 況 の概 勢 も吉 艮 博 士 の分 類 で 大 体 説 明

で き る。 ま た昆 虫 の 多 くは植 4勿 を 食 べ るの で 、 そ の分 布 は植 生 に よ

つ て左 右 され 、 捕 食 性 昆 虫 も間接 的 に植 生 の影 響 を うけ る。 した が

つ て 昆 虫 に とつ て 食 料 源 で あ り同時 に棲 み場 所 で もあ る植 物 の分 布

及 び それ を支 配 す る気 侯 条件 につ い て 知 つ て お く こ とが 必 要 で あ る。

しか しな が ら植 物 の 自然 分 布 は、 人 間 の働 き か け に よつ て ひ ど く

乱 され て い る。 特 に近 畿 地 方 は 日本 で 最 も古 くか ら文 明 の栄 え た地

域 で あ るか ら、 北 海 道 や アル プス な ど に く 島べ て 自然 植 生 が 極 端 に

荒 され て い る。

岩 湧 山 の 属 す る照 葉 樹 林 帯 に人 間 の 力 が加 わ る場 合 、 植 生 は 次 の

よ うに変 化 す る。

社   寺   林
置 れ

珂更り
ス ス キ 草 原

15～ 25年 ￨こ 1回
・下苅り

耕作・除草 .

施月巴

畑 ・ 水 田

自 然 植 生

常緑 カシ林 ツ 林マ

クヌギ・ コナラ林

ア カ
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金 剛 山地 か ら和 泉 山 脈 に か けて は造 林 業 が 盛 ん で 、 私 の故 郷 の

島 県 の 山 中 の村 か ら森 林 組 合 の有 志 が 見学 に訪 れ た り して い る。

したが つ て岩 湧 山 の 大 半 は ス ギ ヤ ヒノ キ の造 林 地 と化 して お り

昆 虫 相 は著 る し く単 純 とな つ て い る。 自然 状 態 の 常 緑 カ シ林 は、

形 の わ る い谷 筋 や岩 湧 寺 周 辺 の社 寺 林 に そ の 名 残 りを と ゞめ て い

に す ぎな い。 岩 湧 寺 か ら山 頂 に い た る急 斜 面 に は、 伐 採 間隔 の長

こ と に 原 因 す る と思 わ れ る雑 木 林 が あつ て 、 幹 は細 い な が ら一 応

然 林 に近 い状 態 を と ゞめ、 多 くの昆 虫 を温 存 し、 絶 好 の採 集 地 と

つ て い た。 こ ゝも 5年 は ど 前 か ら伐 採 され 始 め、 急 速 に 昔 の姿 が

わ れ て い るの は残 念 で あ る。

二 次林 と して、 ク ヌ ギ ・ ヨ ナ ラ林 や ア カ マ ツ林 が 大 阪 北 郊 の能

地 方 の よ うに広 くな い の も岩 湧 山 の特 徴 の一 つ で あ る。 これ は同

山 村 で あつ て も 、農 家 の経 営 方 法 が ちが うか らで あ ろ う。 ス ス キ

原 は岩 湧 山 の 山頂 や 尾 根 の平 垣 面 に広 くみ られ る。

以 上 に のべ た の は 、 あ くまで 景 観 的 な把 え方 で あ つ て 、 厳 密 に

物 の種 の分 布 を 個 々 に つ い て み る と例 外 は多 い 。 ブ ナ を例 に と る

岩 湧 山 で ブ ナ の林 は み 島れ な い が 、 プナ の木 は生 え て い るの で あ

した がつ て ブ ナ を加 害 す る昆 虫 は、 ブナ林 は な くと も岩 湧 山 に

数 な が 兄棲 息 す る可 能 性 は あ る。 この よ うな 点 が あ るか らこそ、

集 は綿 密 に、 く りか え し く りか え し、 長 年 月 に わ た つ て 行 う必要

あ るの で あ る。

以 上 の よ うに昆 虫 の分 布 は気 侯 的 条件 と、 それ に よ っ て定 め 兄

る植 物 的 条 件 に よ つ て 決 定 され る面 が強 い。 しか しそ れ (現 在 の i

境 条 件 )が す べ て な の で は な い。 も うひ とつ 歴 史 的 な (地 史 的 な

背 景 を 考 え る必 要 が あ る。
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徳 今 か ら約 3.000万 年 位 前 の 中 新 世 中 期 と い う時 代 に は、 近 畿 地

方 の 中 央 部 を 只 西 に 細 長 い 海 (第 1瀬 戸 内 海 と い う )が 横 切 つ て い

た 。 当 時 は こ の海 の 北 方 の 丹 波 (お そ ら く は 北 摂 地 方 も )の 山 々 と

こ の海 の 南 方 の 紀 伊 半 島 の 山 々 (襲 速 紀 山 地 )と は別 々 の「 島 」 に

別 れ て い た の で あ る 。 第 1瀬 戸 内 海 は い つ た ん 千 上 つ て 南 北 の 山 々

は地 続 き に な つ た が 、 鮮 新 世 の 末 紀 か ら洪 積 世 の 前 半 に か け て 、 今

の 伊 勢 湾 ― 近 江 ・ 伊 賀 盆 地 ― 京 都 ・ 奈 艮 盆 地 ― 大 阪 平 里予― 瀬 戸 内 海

を つ ら ね る地 域 (中 央 低 地 帯 )に 再 び 海 や 湖 が で き た (第 2瀬 戸 内

海 と い う )。 こ の と き も丹 波 山 地 か 兄中 国 地 方 に か け て の 山 々 と、

紀 伊 半 島 の 山 々 と は 別 々 の「 島 」に な つ て い た の で あ る。

こ の よ う な 地 史 か ら考 え て 、 岩 湧 山 は 南 方 の 紀 伊 半 島 陸 塊 の 北 の

フ ロ ン トの 位 置 を 古 くか 島 占 め つ ゞけ て い た と い う こ と に な る。 し

た が つ て 、 も し も 中 新 lH:と い う古 い 時 代 か 島生 き つ ゞけ て い る昆 虫

が 近 畿 地 方 に あ る と す れ ば 、 当 然 そ れ は丹 波 ― 中 匡1地 方 に 特 有 で 紀

伊 半 島 地 塊 に 分 布 しな か つ た り、 紀 伊 半 島 特 産 で 丹 波 ・ 中 国 地 方 に

発 見 さ れ な か つ た り、 あ る い は丹 波 山 地 と紀 伊 半 島 で 丹ll亜 種 (あ る

い は 近 縁 の別 種 )に 分 化 して い た りす る こ と が 考 え られ る。

イ ワ ワ キ オ サ ム シ・ セ グ カ テ ン ト ウ ダ マ ン・ グ カハ ン ナ ガ ゴ ミム

シな ど の 甲 虫 や テ ン グ オ オ ヨ コ バ イ な ど 中 央 低 地 帯 以 北 に分 布 しな

い 種 は 、 た い て い こ の 地 吏 型 分 布 で あ る と私 は 考 え て い る。 岩 湧 山

の 昆 虫 分 布 で お も し ろ い の は 、 こ う した 紀 伊 陸 塊 の 北 方 の フ ロ ィ ト

と して の 地 史 に も と ず く分 布 で あ る。

以 上 の よ う に 昆 虫 の 分 布 は 気 候 と地 史 と い う 二 つ の 主 条 件 で 決 め

兄れ る の で あ る が 、 具 体 的 に A種 が 何 故 岩 湧 山 に 分 布 し、 B種 が何

故 岩 湧 山 か 島み つ か らぬ か 、 原 因 を 究 明 す る こ と は と て も難 しい。

地

る

い
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こ の よ う な こ と を 知 る た め に は 、

① 岩湧山での くわ しい調査           ｀

② 近畿地方での くわ しい調査

③ 日本全体での平均的な調査

④ 近縁群の世界的分布の調査

⑤ 変異、特に地方変異の調査

⑥ 生活の調査 (食 性・棲息地・周年経過・越冬など )

⑦ 生物学や地史の基礎の勉強

な どが 必要 と思 わ れ る。

昆 虫 の棲 息 環 境 と して の岩 湧 的 につ い て ご く簡 単 に説 明 した が、

くわ し く知 りた い人 は 次 の よ うな本 を読 む こ とを お す す め す る。 t

の 文 も、 実 は、 これ らの先 学 の書 か れ た こ とを抜 き書 き した にす !

な い。 (1968-祗 -4)
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編 集 後 記

42年 1月 か ら 44年 ま で 2年 間、 会 誌 発 刊 を最 大 の 目標 と して

活 動 して きた 本 同 好 会 に とつ て、 こ と に創 刊 号 を発 刊 で き ま した こ

とは、 ひ とえ に暖 か く見 守 つ て下 さつ た会 員 諸 氏 の御 援 助 と熱 意 の

た ま もの で す 。 今 後 も さ らに よ りよ い会 誌 と して 発 展 させ、 昆 虫 学

の発 展 に も寄 与 で き る よ う、 情 熱 と努 力 を傾 注 す る覚 悟 で す。

つ き ま して は御 意 見 や 忠 告 な どを編 集 係 まで お送 り下 さい ま す よ

うお願 い しま す。

最 後 に本 号発 行 に際 し、 芝 田大 一 氏 、 大 倉 正 文 氏 を は じめ先 輩 諸

氏 な らび に会 員 諸 氏 に対 して御 手 数 を か け ま した こ とを おわ び しま

す 。

(野 村 記 )

び い と るず    創 刊 号

昭和 44年 7月  5  日印用J。 発 行

編 集 者    木 村   裕    林   靖 彦    野 村 英 世

発 行 者    大 阪 甲 虫 同 好 会

印刷 所    尚 文 館 工 房
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